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学校関係者評価委員会 報告書 

 

学校法人青森田中学園 

青森中央経理専門学校 

青森中央文化専門学校 

学校関係者評価委員会 

 

学校法人青森田中学園 青森中央経理専門学校並びに青森中央文化専門学校は 

令和２年度第２回学校関係者評価委員会を開催いたしましたので報告致します。 

 

●開催日 

令和３年 ３月 ５日（金） １３：３０～１４：４０ 

 

●開催場所 

本学園９号館（学術交流会館）３階 ９３４教室 

 

●企業等委員 

粟原 良明 氏 （FPエデュケーショズ青森 代表） 

永井  栄 氏 （医療法人白鴎会まちだ内科クリニック 事務長） 

髙坂 麻子 氏 （公益社団法人 青森観光コンベンション協会 事業推進監／ねぶたの家 ワ・ラッセ 副館長）欠席 

太田 智三 氏 （青森市横内町内会 町会長） 

樽澤 康太 氏 （株式会社ティエル・マネジメント・青森中央経理専門学校卒業生）欠席 

今  順司 氏 （青森県アパレル工業会・株式会社蓬田紳装 取締役工場長） 

熊野 麻美 氏 （株式会社マキムラ ルートファッション事業部・青森中央文化専門学校卒業生）欠席 

 

●学校側 

石田 憲久   （学校法人青森田中学園 理事長、青森中央経理専門学校 校長） 

久保  薫   （学校法人青森田中学園 学園長、青森中央文化専門学校 校長） 

櫻庭  肇   （学校法人青森田中学園 事務局長） 

鈴木 伸吾   （青森中央経理専門学校 主任教諭） 

曽我  武   （青森中央文化専門学校 主任教諭） 

塚本 大広   （青森中央経理専門学校 教諭） 

佐藤 紋子   （青森中央経理専門学校 教諭） 

渡辺 琴美   （青森中央文化専門学校 教諭） 

小笠原 華子  （青森中央文化専門学校 教諭） 

 

 

 

 



●次第 

１．開会あいさつ 

学校法人青森田中学園理事長 青森中央経理専門学校校長 石田 憲久 

 

２．出席者（委員）紹介 

  →資料に基づき、出席者を紹介 

 

３．規定・位置づけ 

  →資料に基づき、規定・位置づけを確認 

 

４．令和２年度重点目標の状況報告 

  →委員の皆様から資料に基づき、質問・意見等を頂く 

委員からの質問・意見等 質問・意見等に対する回答 

・令和３年度の入学者数 21 名と少ないが、

財務関係も非常に厳しくなってくるのでは

ないか。 

・学園としては、専門学校、大学、短大、幼稚

園など含めて収支を行っており、来年度以降ま

た学生募集を強化していく。 

・修学支援新制度を使用して入学してきた学

生はまだ居ないのか。来年度から実績が出て

くるのか。 

・修学支援新制度は、今年度から実施されてお

り、現在の一年生のうち経理では８名、文化で

は３名が支援の対象となった。 

・修学支援新制度には条件があるのか。成績

も関係あるのか。 

・日本学生支援機構の給付型奨学金に採用され

なければ修学支援新制度を受けられない。給付

型奨学金の採用基準としては、親の所得や成績

等の条件が定められている。 

・学生定員の確保について、１８歳以下の人

口減少があるなかで、色んな学びの機会を作

り社会に出た人の学び直しなど大切になっ

てくると思うが、学校のこれからの方向性は

どうなのか。また、指導力向上の研修に関し

ては、どういった内容なのか。 

・社会人の受け入れについて、経理では資格取

得講座として一昨年から問屋町にあるビジネ

ススクールさんと共催という形で日商簿記検

定３級取得講座を実施している。時間帯も１８

時半から２０時半までとしているため、社会人

の参加が多い。また、FP講座も実施するなど、

社会人向けに必要な講座があれば、実施に向け

て検討していく。 

・指導力向上研修については、青森市内の他の

専門学校と合同で実施し、内容としては事例を

挙げていき、その事例にどう対応していくかを

グループディスカッションで意見を集約し発

表するという内容であった。 

 

 

 

 



５．令和２年度第１回学校関係者評価委員会からの課題等に対する取り組み状況報告 

  →委員の皆様から資料に基づき、質問・意見等を頂く 

委員からの質問・意見等 質問・意見等に対する回答 

・卒業制作発表を見させていただいたが、

年々指導力が上がってきていると感じる。 

・学生の方が学生自身でより良い発表にして

いっている。また、中身（内容）に関しては、

各先生方に専門の部分を見てもらっている。 

・学費の無償化とはどんな内容なのか。 ・一定の基準を満たしている学生が対象の制度

であり、全員が対象ではない。また、世帯収入

によって、全額免除になる場合もある。 

・コロナになってから就職が厳しいと思う

が、現在就職が決まっている学生は何か今ま

でと違う特別なことを行ったのか。 

・就職先に幅を持たせるために見方を変えた。

文化専門学校はファッションの学校のため、ア

パレル関係を希望する学生が多いが、それに関

係するミシン屋さんやコロナの影響が少ない

広告関係など間口を広げた。 

・ファッションショーを行った際、好評をい

ただいたとあるが、どんな声があったのか。

また、動画作成は誰が行っているのか。 

・例年ではあるが、卒業生から声を上げてくれ

ることが多い。一般の方からも「都合がつかな

かったが、配信で見ることが出来て良かった」

とお声を頂いた。映像関係は、業者さんに委託

をさせてもらった。 

 

６．来年度の委員（案） 

  →資料に基づき、来年度の委員（案）について説明 

 

７．来年度の日程（案） 

→資料に基づき、来年度の日程（案）について説明 

 

 

８．閉会挨拶 

  学校法人青森田中学園学園長 青森中央文化専門学校校長 久保 薫 

 

 

以上をもって、終了した。 

 


